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岡山県倉敷市都市計画課倉敷市の課題

高梁川流域圏の歴史的背景を知り
地域に関心を持つ人を増やすこと



岡山県倉敷市都市計画課倉敷市の課題



4



岡山県倉敷市都市計画課倉敷市の課題



Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チーム

真備地区の激甚災害の経験で実感した
歴史的背景を知ることの重要性

課題の確認



真備地区の激甚災害の経験で実感した
地理空間情報活用スキルの重要性

⚫地域の課題やその対応策などを容易に理解でき、意思決定の判断や
合意形成の材料として活用できる

⚫過去の地理情報は地域や地域コミュニティの成立過程の他、
特に災害の歴史を読み解く手掛かりとなり、防災面においても重要

歴史的背景を位置情報と紐づけることで

Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チーム課題の確認



Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チームアイデアの内容

過去と現在を地図でつなぐ教材づくり

歴史資料と現在の地域をつなぐ教材づくりの手順をとりまとめ、
地域の教材コンテンツ開発を支援

⚫歴史的史実に基づいた地域の形成史のなかで治水・防災の観点
から河川堤防の形成に着目して、「高梁川流域の16世紀後半の
堤防形成」をテーマに、プロトタイプ教材を作成します。

⚫古地図など過去の地図情報や文献資料から得られる位置情報を、
現地踏査などにより得られた情報を地形図に重ね合わせることによ
り歴史検証を行ったうえで、古い地図を電子化して
地理情報システムで可視化する手順を整理してまとめます。

⚫教材では、GISの基礎知識を解説するとともに、古地図の取り扱
いについても触れます。



【利用した歴史資料】
・倉敷の干拓（三宅千秋著 昭和51年8月刊行）
・岡山県農業土木史（昭和41年3月）
・１８世紀初頭に描かれた高梁川下流域の領有地や川・道・行政区
分といった社会を総合的に表現した総合図「郡拾ケ村古地図」
・流域の農地に水を配水するために作成された灌漑区域図「高梁川東
西用水灌漑区域図」
・水島コンビナートデジタルデータブック
・基本図として、現代の都市計画図（縮尺1/10,000）と国土地理院
の国土基本図

STEP1. 歴史資料の地図を時系列で並べて、
座標値という現代地図の表現方法の中で情報を比較

教材には、古書で歴史的背景を確認し、
古地図を読む作法についても解説が必要

プロトタイプ教材
「ぶら宇喜多」

Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チームアイデアの内容

過去と現在を地図でつなぐ教材づくり



宇喜多堤ってなに？

宇喜多堤は一般的には岡山城藩主宇喜多秀家が児島湾北

西岸のために築いた潮止堤防であるといわれています。

天正10年（1582年）の備中高松水攻めの後、秀家は都

宇・窪屋・賀陽３軍を領有し、同12～13年に秀家は重心の

庭瀬城主岡豊前守に命じ、千原民部・同久右衛門らを奉行

として、児島湾北西部の都宇（現都窪郡早島町）から倉敷

東方にかけて広がっていた干潟の開発を行わせました。

これを一般に宇喜多開墾を呼び、この時に築かれた潮止堤防

を宇喜多堤と呼んでいます。



STEP.2 実際に現地を歩いて確認

文献および図面などを収集した結果を踏まえ、
５回にわたり現地調査を実施

教材には、現地調査の留意点などについても整理して掲載

Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チームアイデアの内容

過去と現在を地図でつなぐ教材づくり



現地確認では、残念ながら宇喜多堤防の位置特定には至りませんでした。。プロトタイプ教材
「ぶら宇喜多」



プロトタイプ教材のテーマである宇喜多堤防の位置を検証するため、様々な地図データをGIS
（フリーソフトQGIS）で重ねることで位置の検証を実施。
※QGIS 地理情報システムの閲覧，編集，分析機能を有するオープンソースソフトウェア・GISソフト

STEP.3 GISによる位置の検証

プロトタイプ教材
「ぶら宇喜多」

【利用したデータ】
・現在の町丁目境界データ
・水島コンビナートデジタルデータブック
・治水地形分類図
・児島湾周辺地区現況用排水系統図
・現地撮影写真データ 等

Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チームアイデアの内容

過去と現在を地図でつなぐ教材づくり



宇喜多堤 堤防A（船倉町近辺から酒津）の位置検証結果



テーマ選定 資料・古地図収集

現地確認

GIS検証
仮説設定

仮説検証検証結果まとめ「高梁川歴史探求コンテンツ」作成

繰り返して正確性向上

（まとめ）高梁川歴史探求コンテンツ作成手順

Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チームアイデアの内容



モ ノ
拠点・GISツール：倉敷市データ分析サロン
データ：国土地理院基礎データ、
オープンデータ、資料調査、
現地探査による収集

目標は2023年度中のプロトタイプ教材開発

市民科学の場「データ分析サロン」

※倉敷市では、実際にデータに触れて分析体験ができる市民科学の場として、分析ツールや
教材等をそろえた「データ分析サロン（一般社団法人データクレイドル運営）」をJR倉敷駅
前に常設し、自治体や地域企業等からの具体的なデータ活用相談への対応や技術支援
を行っています。
地域の課題の理解、対応策の検討、意思決定や合意形成の場としても活用します。

ヒ ト
地域の中学校・高校・大学の
生徒・学生、地域の歴史や防
災に関心ある住民、住民団体

カ ネ
倉敷市市民企画
提案事業等

岡山県倉敷市× Kurashiki GIS LABO×まちケア運営チームアイデアの実現へ
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